
ϫ−３ 共創ᆺほග⏘ᴗ展開ࣟࣉグラム 
（１）共創ᆺほග⏘ᴗ展開ࣟࣉグラム 

బ↓⏣ ග 
 
 ௧࿴元年 10 ᭶よࡾ、㔠ἑ大Ꮫࡣ、北陸ඛ➃⛉Ꮫᢏ⾡大Ꮫ院大Ꮫ（JAIST）、༠同⤌合全

国௻ᴗ᣺⯆センター（IKOC）、ᰴᘧ会社日本ேᮦᶵ構࠾よࡧ≉ᐃ㠀Ⴀ฼活動ἲே SCOP と

コンࢯーシアムを⤌んで、「共創ᆺほග⏘ᴗ展開ࣟࣉグラム」をᐇ᪋しࠋࡓ本ࣟࣉグラムࡣ、

大Ꮫがࣈࣁとなࡾ、㤳都ᅪで活㌍するேᮦにᐇ㊶ᆺリ࢝レントᩍ⫱のሙとᐈဨ研究ဨとし

ての❧ሙをᥦ౪し、ࡑのேᮦが地域ほග⏘ᴗの発展をࢧポートする஦ᴗで࠶るࡣࢀࡇࠋ、

୰ᑠ௻ᴗᗇᖹ成 31 年度「地域୰ᑠ௻ᴗேᮦ☜保ᨭ᥼等஦ᴗ（୰᰾ேᮦ☜保ス࢟ーム：ᶓ展

開஦ᴗ）」として᥇ᢥࡶࡓࢀࡉので、㤳都ᅪから地域௻ᴗへの୰᰾ேᮦのマッࢳングに↔Ⅼ

をᙜて、ࡲࡉざࡲなཧ⏬⪅の共創を㏻ࡌて、ほග⏘ᴗの㧗度໬と࠺࠸地域課題のゎỴにྲྀ

 ࠋࡔん⤌ࡾ
 㔠ἑ大Ꮫで2018、ࡣ 年度よࡾ地域創㐀Ꮫ㢮にほගᏛ・文໬継承コースを᪂タし、社会の

ᑗ来をぢᤣࡓ࠼持続可能なほගを構᝿でࡁるேᮦの㣴成にຊをධࢀて2019、ࡓࡲࠋࡓࡁ 年

2 ᭶に発㊊しࡓඛ➃⛉Ꮫ・社会共創推進ᶵ構に࠸࠾て、共創ᆺ研究ᨭ᥼ࣟࣉジ࢙ࢡトとして、

⮬治య、௻ᴗ、Ꮫእ研究ᶵ関等との㐃ᦠによる␗ศ㔝⼥合研究と社会ᐇ⿦を推進して࠸るࠋ

本஦ᴗ࠺ࡇ、ࡣしࡓ大Ꮫのᩍ⫱・研究యไをᇶ♏として、「ほග」に↔Ⅼをᙜてࡓ᪂し࠸共

創的研究・ᩍ⫱・社会㈉⊩஦ᴗを┠ᣦすࡶので࠶るࠋ 
 コンࢯーシアムのᙺ๭ศᢸࡣᅗ 1 の㏻ࡾで࠶るࠋ 
 
ᅗ 1 共創ᆺほග⏘ᴗ展開ࣟࣉグラムの全యീ 
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 㔠ἑ大Ꮫࡣ、஦ᴗ୺యとして全యタィ・⤫括を行࠸、㤳都ᅪで活㌍するேᮦを㔠ἑ大Ꮫ

のᐈဨ研究ဨとしてཷࡅධࡘࡘࢀ、ほග⏘ᴗの㧗度໬ࣟࣉセスに࠸ࡘての研究を推進するࠋ

ᐈဨ研究ဨとなࡓࡗ୰᰾ேᮦに1、ࡣ ࢝᭶ࡾࡓ࠶ 30 ୓෇の活動㈝がཷධඛ௻ᴗからᨭ⤥ࡉ

㐌に、ࡣᐈဨ研究ဨࠋるࢀ 3㹼4 日⛬度、ཷධඛ௻ᴗで活動し、1㹼2 日⛬度、大Ꮫでのࣉ

ࣟグラムにཧຍし、ࡑの経㦂を活用して地域のほග⏘ᴗの生⏘ᛶྥୖࡸ᪂規஦ᴗ開発な࡝

にྲྀ2019ࠋࡴ⤌ࡾ 年 10 ᭶から༙年㛫の஦ᴗとなるࠋ 
 リ࢝レントᩍ⫱のࣟࣉグラムࡣ、個別ࢮミ、コアスࢡーࣝ、総合₇⩦から成ࡒࢀࡑ、ࡾ

る（ᅗࡅࡘー（┦ㄯ┦ᡭ）としてࢨイࣂーࣃにᑐᛂする大Ꮫのᑓ㛛ᩍဨをスーࢀ 2 ཧ↷）ࠋ 
 
ᅗ 2 共創ᆺほග⏘ᴗ展開ࣟࣉグラムのᴫせ 

 

 
 JAIST めࡓスを創ฟするࣅーࢧーࣝを㐠Ⴀし、㠉᪂的なほගࢡほගコアேᮦ⫱成ス、ࡣ

のカ⦎を行ࠋ࠺୰᰾ேᮦの発᥀とཷධ௻ᴗの開ᣅに関してࡣ IKOC がᢸ2018、࠸ 年度に行

日本ேᮦᶵ構とࡓ࠸ーシアムにཧຍしてࢯಙᕞ大Ꮫでのᐇドᐇ㦂のコンࡓࢀࢃ SCOP から

ほග༠会が、୰᰾ேᮦをᚲせとするཷධ௻ᴗのࡸ地元㔠⼥ᶵ関ࠋるࡅウのᥦ౪をཷࣁウࣀ

発᥀に༠ຊして࠸るࠋ大Ꮫのᩍ⫱・研究ຊ、ேᮦ௰௓ᶵ関のコー࢕ࢹネート、地域の⮬治

య・㔠⼥ᶵ関のࢧポート、୰᰾ேᮦのᑓ㛛ᛶ、ほග関㐃஦ᴗ⪅の経Ⴀ戦略が一యとなࡓࡗ

「共創」ࡑࡇが本஦ᴗの≉ᚩで࠶るࡇࠋの஦ᴗを㏻ࡌて、地域ほග⏘ᴗが共創的に発展す
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る᪂しࣝࢹࣔ࠸を㔠ἑから創ฟし、全国にᬑཬするࡇとを┠ᣦすࠋ 
 本ࣟࣉグラムをケーススタ࢕ࢹによる༙年㛫のᐇド研究と఩⨨࡙ࡅて、地域のほග⏘ᴗ

の㧗度໬ࣟࣉセスを検ドするࡇࠋの஦ᴗに࠸࠾て、地域政策研究センターࡣ、ほග⏘ᴗの

㧗度໬ࣟࣉセス、࠾よࡧ、㤳都ᅪேᮦが地域にᐃ╔するࡓめのエコシスࢸムの構⠏に関す

る研究を推進しࠋࡓ北陸・㔠ἑࡣほගのポࢸンシࣕࣝが㧗ࡃ、ほග⏘ᴗの持続的な発展が

ồめらࢀて࠸るࠋしかし、地域の文໬的㈨※を活用しࡓほගࣅジネスが地元に❧ୖࡕがࡗ

て࠸るかと࠺࠸と、᪂ᖿ⥺とか大ᡭ᪑行会社な࡝の「௚ຊ」に౫Ꮡして࠸る㠃ࡔࡲࡔࡲࡶ

ከࡃ、地域⏘ᴗとしてࡣ発展㏵ୖで࠶るࠋ地᪉のほග⏘ᴗのከࡣࡃ、一㒊の経Ⴀᒙと⌧ሙ

ປാᒙとにศかࢀ、ᑓ㛛的ேᮦの⫋✀にஈしࡃ、社ဨのᐃ╔⋡がపࡇ࠸とが課題となࡗて

࠶地᪉のほග⏘ᴗのேᮦ⫱成に╔┠し、持続的な⏘ᴗの構⠏、ࡣで、本஦ᴗでࡇࡑࠋる࠸

るࢀࡑࡣ࠸をᨭ࠼る政策ᥦゝにྥࡓࡅ一㝵Დとして、✀ࠎのほග⏘ᴗのேᮦ⫱成にࡅ࠾る

ලయ的な課題とࡑのせᅉを究᫂し、ࡇのᨭ᥼஦ᴗを㏻ࡌてᐇ㊶的なゎỴ策を᥈るࠋ 
 な࠾、本஦ᴗの推進のࡓめに、బࠎᮌ雅ᖾ大㜰市❧大Ꮫྡ㄃ᩍᤵを地域政策研究センタ

ーの≉௵ᩍᤵとして᥇用し2020）ࡓ 年 3 ᭶ࡲで）ࠋ創㐀都市研究のୡ⏺的リーࢲーの � ே

で࠶るబࠎᮌᩍᤵࡣ、௚のᩍဨスタッフらと共に୰᰾ேᮦのリ࢝レントᩍ⫱をᢸ࠺ととࡶ

に、地域ほග⏘ᴗの㧗度໬ࣟࣉセスに関する研究に࠸࠾て、総論的な問題ᥦ㉳をᢸᙜしࠋࡓ

マスࢶーリズムにᑐ⨨ࢀࡉる持続可能な文໬的ほග、ࢡリエイࢶࣈ࢕ࢸーリズムを展開す

るୖで、㔠ἑ᭱ࡣ㐺なேᮦ⫱成のᣐⅬとな࠺ࡾるが、ࡑの理論的・国際的な研究のࣂッࢡ

࣎ーンを構⠏するࡇとがᮇᚅࢀࡉて࠸るࠋ 
 本஦ᴗのᢸᙜᩍဨࡣ௨ୗの㏻ࡾで࠶るࠋ 
 
బ↓⏣ග（㔠ἑ大Ꮫே㛫社会研究域）：地域経済Ꮫ 
బࠎᮌ雅ᖾ（㔠ἑ大Ꮫ≉௵ᩍᤵ・大㜰市❧大Ꮫྡ㄃ᩍᤵ）：文໬経済Ꮫ 
㔠㛫大௓（㔠ἑ大Ꮫே㛫社会研究域）：マーケ࢕ࢸング論 
୸谷⪔ኴ（㔠ἑ大Ꮫே㛫社会研究域）：ほගᏛ、都市ィ⏬ 
ᩜ⏣㯞ᐇ（北陸ඛ➃⛉Ꮫᢏ⾡大Ꮫ院大Ꮫᩍᤵ）：地域経Ⴀ、ほග政策 
ᆏᮧᆂ（北陸ඛ➃⛉Ꮫᢏ⾡大Ꮫ院大Ꮫຓᩍ）：都市ࢨࢹイン 
山本⨾ᶞኵ（⮳ၿ㤋ᑓ௵ᩍဨ・日本ேᮦᶵ構㢳問） 
 （ターࢡレ࢕ࢹ日本ேᮦᶵ構）ミアシスタント：ᮎ富雅之ࢮ
ミアシスタント：㉥✑㞝☻（JAISTࢮ 研究ဨ・（ᰴ）ほග創㐀ラ࣎௦⾲ྲྀ⥾ᙺ） 
ミアシスタント：⏣୰ᑦே（IKOCࢮ ௦⾲理஦ᑓ務） 
 
 本ࣟࣉグラムにࡣ、ᙜึ 15 社の地元௻ᴗが㊃᪨に㈶同してエントリーし、ࡇࡑに 93 ྡ

のᛂເ⪅がࠋࡓࡗ࠶日本ேᮦᶵ構と IKOC が௰௓するᙧで、ࡑの୰から㑅ᢤ・㑅考・㠃ㄯ

を行࠸、᭱⤊的にマッࢳングが成❧しࡓのࡣ௨ୗの 7 社 9 ྡで࠶るࠋ 
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ᰴᘧ会社࣍ࣝࢸ・アࣟーレ（ຍ㈡市）� 」ࡾࡃーマ「地域の㞟ᐈᣐⅬとなる㨩ຊ࡙ࢸ

ձࢧーࣅス・フࣟントな࡝のᴗ務ᨵၿと国ෆႠᴗの㧗度໬（యไ・マーケ࢕ࢸングᡭἲ検

討なࠋ（࡝研究ဨ：.6（బࠎᮌࢮミ） 

ղアࣟーレཬࡧ地域ࣈランࢻのၟရ௻⏬・ࢧーࣅス௻⏬の❧᱌と推進ࠋ研究ဨ：2$（㔠㛫

 （ミࢮ

ճインࣂウンࡴྵࢻㄏᐈᙉ໬のࡓめの௙⤌ࠋࡾࡃ࡙ࡳ研究ဨ：6$（୸谷ࢮミ） 

・ᰴᘧ会社෠ኈタࢡシー（㔠ἑ市）：ࢸーマ「⮬社㈨※を活用しࡓ⊂⮬市ሙの創㐀」ࠋ᪂ࡓ

なࢶアーࣉランの௻⏬・❧᱌と、ᐇ᪋にྥࡓࡅලయ໬ࠋ研究ဨ：$5（ᩜ⏣・ᆏᮧࢮミ）ࠋ 

・୸果▼ᕝ୰ኸ㟷果ᰴᘧ会社（㔠ἑ市）：ࢸーマ「地域⏘ရの流㏻ಁ進のࡓめの社ෆ㢼ᅵᨵ

㠉」ࠋ社ෆのே஦ไ度全⯡（ྵࡴ⤌⧊㢼ᅵసࡾ）の課題ᩚ理と、ᙜ社のᐇែに༶しࡓᐇ行ࣉ

ランの策ᐃࠋ研究ဨ：1<（ᩜ⏣・ᆏᮧࢮミ） 

・┤※㓺Ἔᰴᘧ会社（㔠ἑ市）：ࢸーマ「地域の㣗文໬をᨭ࠼るࡓめの生⏘యไᙉ໬」ࠋ〇

㐀㒊㛛でのᴗ務ᨵၿによる生⏘ᛶྥୖと、〇㈍㐃動の௙⤌ࡾࡃ࡙ࡳのᐇ⌧ࠋ研究ဨ：FH（బ

 （ミࢮ⏣↓
・北陸〇Ⳬᰴᘧ会社（㔠ἑ市）：ࢸーマ「࠾ⳫᏊの未来を創ࡾ、ேと地域をࡘなࡄ」ࣅ」ࠋー

な用㏵ࡓ展開、᪂ࡆࡸࡳ࠾、ラン策ᐃ、ᾏእ展開ࣉ展開ࢻランࣈ௒ᚋのࡓー」を᰾としࣂ

開発な࡝の᪋策検討とᐇ᪋ࠋ研究ဨ：SM（బ↓⏣ࢮミ） 
・ᰴᘧ会社 All Dash Restaurant System（㔠ἑ市）：ࢸーマ「地域の㣗をᗈࡆるࡓめの⤌

：研究ဨࠋの推進ࡳ⤌ࡾ᪉ᨵ㠉へのලయ的なྲྀࡁാࠋ会社全యでのᴗ務ຠ⋡໬ࠋ「ࡾࡃ࡙⧊

SN（బࠎᮌࢮミ） 
・ᰴᘧ会社 Asian Bridge（㔠ἑ市、本社ᮾி）：ࢸーマ「ICT を活用しࡓḟୡ௦ᆺほග⏘ᴗ

創㐀」ࠋ᪤Ꮡࡶしࡣࡃ᪂㡿域で཰┈໬のぢ㏻しの❧ࡘ஦ᴗ開発ࣉランをస成し、ᐇ行へ╔ᡭ

するࠋ研究ဨ：MY（㔠㛫ࢮミ） 
 
 1 が、8ࡓ㏵୰で㞳⬺しࡾ஦᝟によࡣྡ ྡがࢀࡒࢀࡑの成果をᣲࡆて᏶㉮し、᭱⤊的に 7
ྡがఱらかのᙧで௻ᴗとの関係を継続するࡇととなࠋࡓࡗ 
 
 本஦ᴗを㏻ࡌて᫂らかになࡇࡓࡗとをࡘࡃ࠸かゐࢀてࠋ࠸ࡓࡁ࠾第 1 に、地元の୰ᑠ௻

ᴗに࠸࠾てࡣ、ඃⰋな௻ᴗࡔとしてࡶ、生⏘・㈍኎ィ⏬、ே஦⟶理、社ෆの᝟報共᭷な࡝、

経Ⴀのᇶ本的な㒊ศが未ᩚഛなࡇとが┦ᙜ࠶るࢀࡑࠋでࡶ 100 年 200 年と続࠸てࡓࡁ௻ᴗ

が࠶るとࢁࡇが㠃ⓑ࠸のࡔが、ࡶしࡇのよ࠺なᇶ本的な経Ⴀ課題がᨵၿࢀࡉるならば、ᴗ

第ࠋ࠺ࢁ࠶進展するでࡃࡁ大ࡣ⦼ 2 に、୰ᑠ௻ᴗにࣟࡣー࢝ࣝな௻ᴗならでࡣの経Ⴀスタ

イࣝとࡶ࠺࠸のがࡗ࠶て、༢⣧に経Ⴀ理論をᙜてࡣめࢀばࡃ࠸ࡃࡲ࠺のでࡣなࡃ、⫋ே⢭

ධࡾ㏆௦的な経Ⴀス࢟ࣝをྲྀ、ࡘࡘをṧしࡉఏ⤫的なよ、࡝㔜視な࢕ࢸ地域コミュニࡸ⚄

࠶にఏ⤫௻ᴗ≉᭷の経Ⴀ課題がࢁࡇと࠺࠸か、とࡃ࠸஦ᴗを෌構⠏してࡸ⧊⤌࠺࡝、てࢀ

るࠋ第 3 に、地元の୰ᑠ௻ᴗが᭷する㈨※にࡣ、地域的なࡶのྵࡶめて⊂⮬のࡶのがࡾ࠶、
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⯆ーマがࢸ࠺࠸て発ಙするかと࠼にᤊ࠺のよ࡝ー࢝ࣝな௻ᴗ⊂⮬の「౯್」をࣟࡓし࠺ࡇ

࿡῝࠸とࢁࡇでࡾ࠶、୰᰾ேᮦにとࡗてࡾࡸࡶが࠸の࠶るࢸーマとなるࠋ第 4 に、୰᰾ே

ᮦの「ฟཱྀ」が課題の 1 個別௻ᴗでのṇ規社ဨとしてのᑵ⫋に㝈らࡶしࡎるが、ᚲ࠶でࡘ

るࢀࡉ検討ࡶ᪉ἲ࠺࠸とࡃ࠸てࡗࢃ的に関ࢡᴗ務ጤクを継続しながら地域ネット࣡ー、ࡎ

ᚲせが࠶るࡇࠋのࣟࣉグラムをࡗࡁかࡅにして、地域文໬に᰿ざしࡓ持続可能なほග⏘ᴗ

の᪂し࠸展開を、ࡇࡇ㔠ἑからసࡾฟしてࢀࡅ࠸ばᖾ࠸で࠶るࠋ 
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